《基础日语Ⅲ》课程教学大纲

《基礎日本語III》科目教育計画

一、课程基本信息

课程代码： 16141108

课程名称：基础日语Ⅲ
课程类别：专业基础课

学　　时：128

学　　分：8

适用对象：日语专业

考核方式：考试 

先修课程：基础日语I,II
科目基本内容
科目番号　：16141108

科目名称　：基礎日本語III
科目区分　：専攻基礎課
授業時間数：128
科目単位数：8
適用対象　：日本語専攻
試験方法　：試験
先修科目　：基礎日本語I、II
二、课程简介
　　中文简介:
本课程是高等院校日语专业基础阶段主干课程之一，是“日语专业”专业教学内容的基础与核心部分。其教学过程贯穿了全面训练学生日语的听、说、读、写、译等基本技能，是日语听力课、口语课、泛读课、作文课和翻译课等课程的重要基础，本课程与其他日语相关课程既紧密联系又有区别。通过基础阶段的学习和训练，要求学生牢固掌握日语文字、基本词汇、基础语法以及基本词组、基本句型、学会分析句子的结构及语境，掌握并巩固和提高听、说、写、译的基本技能。作为基础日语II的延续，本课程着重以巩固和进一步提高日语能力为目标进行日语教育。
　　日文紹介：

本カリキュラムは日本語専攻の基礎科目の一環として、「日本語専攻」教育の中核心となり、日本語のいわゆる「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」および「訳す」という5基本技能を一貫して日本語教育を行う。日本語の「聴解」、「会話」、「速読」、「作文」および「翻訳」などの科目を支える重要な基礎で、他の関連科目とは密接なつながりを持ちながら、また一定の違いもある。

基礎段階の勉強を通じて日本語の文字、語彙、文型及び文法などを身につけ、基本技能を高められるように作られている。基礎日本語Ⅲは基礎日本語IIの継続として、おもに日本語能力の強固また上昇を目指して日本語教育を行う。
三、课程性质与教学目的

课程性质：本课程属于日语专业必修课，包含语音、文字、词汇、语法、句型和文章阅读理解等内容。通过本课程的教学活动逐步培养学生直接用外语思维的能力，从深度和广度来提高学生的专业技能，巩固所学的知识，扩大阅读量、掌握、笔译的基本方法及技巧，是理论与实践相结合的量化训练。
教学目的：主要是通过基础阶段的学习和训练，要求学生牢固掌握日语语音、文字、基本词汇、基础语法以及基本词组、基本句型、学会分析句子的结构及语境，掌握并巩固和提高听、说、写、译的基本技能。

大学日语作为外语学习的一种，立足于培养学生中国情怀，民族自信前提下顺畅开展介绍中华，对外交流的知识能力与道德素养。在教学中将日语、思政元素进行教学融合，以日语为前提，以“文化自信”“家国情怀”“社会责任”“人文情怀”思政元素融入课堂。重点培育学生爱国情操，建立学生的社会主义核心价值观，教授知识的同时不忘立德树人。本课程旨在实现全方位育人，提升学生的专业知识水平、思想政治修养及人文素养，坚定中国社会主义道路自信，理论自信，制度自信，文化自信，最终更好地用日文介绍中华文化的特点，更好传播和介绍中华文化。
教学内容与要求

 以日本概况、环境问题、日本教育、日语语言学习、民间故事、中日交流等为主要教学内容，兼顾日语专业知识和技能的传授、及对我国优秀传统文化的认同感、自豪感的培养，使其树立爱国精神，产生民族自豪感。辩证分析教学对象中体现的中日文化的异同和其所反映的民族特性，引导学生正确看待中日友好交流，思考语言在跨文化交流中所起的对外传播民族文化的作用。通过引导学生选择国内外热点话题进行课前演讲的练习，帮助其开阔国际视野，引导学生树立世界公民意识，认识自身作为外语人才所应肩负的促进两国交流和弘扬中国文化的责任。　
    第一章  日本語と中国語
（一） 目的与要求

1 通过学习“本文”部分内容了解每课的学习背景，阅读并透彻理解、分析包括词汇、语法运用、句型等，模仿文章的用词用句方法。
2 通过学习“会话”部分内容，更生动地理解“本文”，模仿相关的会话应用方法
3 通过学习“应用文”加强阅读能力，理解相关知识并吸收更多的相关信息，结合实际了解日常生活。

	思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日语的特点
	对比中日语言的异同－－引导学生对比中日语言的特点差异，分析中文对于日文发展的影响力。
	加强中华优秀传统文化教育，坚定文化自信。


教学内容

 日本語と中国語

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日语发展的渊源
	引导学生理解中国文化对日本文化的全方面的影响。
	增强学生对中华文明历史的理解力，增强民族自信心。


1．主要内容：可能态的表达方式。
2．基本概念与知识点：

（1）动词可能态：可能を表す「れる」・「られる」
（2）副助詞ばかり
（3）大して…＋否定
（4）なんといっても
（5）なら

（6）とても…＋否定
（7）副助詞まで
（8）動詞連体形＋まで
（9）読解文：班長の悩み
体験を話す

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日本的“姥捨”陋习传统的介绍。
	引导学生对比理解中国传统文化中的敬老、孝道概念。
	增强学生对中国传统中敬老，孝道的认识。


1．主要内容：
（1）日语被动态的表达方式。
（2）沖縄の民話：姥捨山(うばすてやま)　　　　           
2．基本概念与知识点：

（1）動詞の受身
（2）…といえば
（3）動詞連用形＋たばかり
（4）…たら：表示共起
（5）動詞連用形＋てばかりいる
（6）动词自发态：自発を表す「れる」・「られる」
（7）「～を持っている」の意を表す「ある」：表示拥有的语义用法
（8）動詞未然形＋う（よう）とする
（9）…ふうだ

（10）読解文：うばすでの話
メーデー

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日本传统节日的介绍
	引导学生对比中国传统节日。
	增强学生对中国传统的理解，这是中华文明中非物质文化遗产的组成部分，需要一辈辈人星火传承。


1．主要内容：

　 作为单元总结，需要根据第一节至第四节的知识点进行灵活运用和练习，并做系统的总结。

2．基本概念与知识点：

（1）イントネーション：平调、升调、降调、升降调。
イントネーションとは、音声言語において文または発話全体につけられた音の高低（ピッチ）のパターンを言う。音調（おんちょう）・抑揚（よくよう）とも言われる。イントネーションの違いによって文法的機能や発話のニュアンスを表すことができる。なお、語ごとに決められた音の高低の違いは高低アクセントもしくは声調である。

イントネーションのパターンは、上昇調、下降調、自然下降調といった用語で表される。国際音声記号では上昇調に[↗]、下降調に[↘]が当てられている。

（2）形容動詞の活用：形容词的基本形、未然形、连用形、终止形、连体形、假定形。
　　 活用（かつよう）とは、動詞など述語の語形変化のこと。元来、江戸時代の国学以来、国語学で用いられた日本語の述語がもつ語形変化の体系を指す言葉であったが、西洋の言語学でいうコンジュゲーションの訳語としても使われ、動詞などが人称、数、性、時制、法、態、相など文法的意味の違いによって規則的な変化を生じさせることをいう。このため国語学でいう活用と、言語学やその他の語学でいう活用は若干の違いを見せている。

語の活用された形を活用形と呼ぶ。以下に示す通り六つの活用形がある。ただし、実際上、6つすべてが異なる活用形をもつ語は文語の「死ぬ」「往ぬ」「す」「来」だけである。他の語は同形の活用形をもつ場合がほとんどであり、また口語の形容動詞は同形がない代わりに命令形自体を持たない。

①　未然形　打消の「-ない」、受身・可能などの「-れる（られる）」、使役の「-せる（させる）」、意思・推量の「-う」などに接続する形。 ②　連用形　他の用言や多くの助動詞、過去・完了の「-た（だ）」などに接続する形。接続無しで名詞として用いられることもある。 ③　終止形　他への接続無し、又は終助詞に接続して文末で言い切る形。 

④　連体形　他の体言に接続する形。 
⑤　仮定形（文語では已然形（いぜんけい））　仮定・条件（文語　　　では原因・理由）の「-ば」に接続する形。文語での仮定表現は未然形に「-ば」を接続させた形。 
⑥　命令形　他への接続無し、又は終助詞に接続して命令を表わす形。 
（3）助動詞のまとめ
①按助动词意义分类：

②按助动词活用分类：动词型、形容词型、形容动词型、特殊型。

③助动词活用表

（4）助詞のまとめ
     さえ、に、のに、ばかり、まで。
（5）文型
①…ように
             ②…ほど…ない
             ③いくら…ても
             ④なかなか…ない
             ⑤…からの

⑥…といい
⑦…ために
⑧…と同じようだ
⑨たいして…ない
⑩なんといっても
⑪とても…ない
⑫…のもとに
⑬…といえば
⑭…たばかり
⑮…てばかりいる  
⑯…う（よう）とする
⑰…ふうに

（11）読解文：四川大地震

3．问题与应用：

(1)如何用日文简明清晰地叙述一个童年记忆深刻中的中国传统传说故事。

         （2）中文与日文语言各自有什么特点，语言差异背后蕴藏的文化差异是什么？

（三）思考与实践
1．演讲：①私の悩み　

　　　　 ②私の夏休み・冬休み
2．会话练习：模拟一起去看电影的场景进行两人一组的对话练习。
3．资料收集：要求根据每节内容进行中日互译。
4．作文：休暇の過ごし方

環境汚染、思い出、現代人と時間

（四）教学方法与手段
　　　　  课堂教授与提问、分组练习会话、课堂讨论。
第二章  読書のレポート

（一） 目的与要求

1 通过学习“本文”部分内容了解每课的学习背景，阅读并透彻理解、分析包括词汇、语法运用、句型等，模仿文章的用词用句方法。
2 通过学习“会话”部分内容，更生动地理解“本文”，模仿相关的会话应用方法
3 通过学习“应用文”加强阅读能力，理解相关知识并吸收更多的相关信息，结合实际了解日常生活。

	思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日语敬语表达
	对比中日敬语表达的异同，分析中文及中国文化如何日本语言敬语体系的建立产生深远影响的。
	加强中华优秀传统文化教育，坚定中华儿女的文化自信。更好理解中华儒家思想对整个东南亚地区的文化辐射力。


（二）教学内容
第一节  読書のレポート

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	人为什么读书？

读书为了什么？
	引导学生向学心，奋斗心。
	引导学生树立正确人生观，为中华之崛起而奋进读书。


1．主要内容：
教授基本句型、语法及词法，并通过书店、图书馆和咖啡馆情景进行会话练习，引导学生灵活运用所学语法知识。          

2．基本概念和知识点：

（1）…ているところだ

（2）比況助動詞「みたいだ」
（3）接尾語「らしい」
（4）表示希望：「…てほしい」
（5）…と言われている
（6）…も…ば…も…
（7）表示范围：副助詞「まで」
（8）までに
（9）副詞「あまり」＋否定
（10）「…って」：「と」、「というのは」
（11）読解文：人はなぜか本を読むか

日本語の授業

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	使役态、被役态
	引导学生对比思考中文中被动表达的特点。理解中文中少用慎用被动被役这种现象背后的文化内涵。
	理解语言展示背后的价值观的差异，理解扎根中华文明深处的积极奋进的思想精髓。


1．主要内容：
（1）教授动词使役态和被役态，了解两者的使用差别。

（2）教授文章体である体的用法。       

2．基本概念和知识点：

（1）動詞の使役態

（2）過去助動詞た＋体言
（3）…をしている
（4）否定助動詞「ぬ」の連用形：「ず」
（5）動詞の被役態
（6）接尾語ぶり
（7）…に違いない
（8）…と同時に
（9）表示命令、劝告及表达：「…ように」
（10）である

（11）読解文：外国語の習得と自転車の乗り方

敬語

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日语的敬语表达
	引导学生对比中国中的敬语表达，理解中日之间的文化渊源关系。
	理解中华文化的深厚底蕴，扎根中华，辐射整个亚洲区的文化影响力量。


1．主要内容：
   系统讲授敬语助动词和敬语句式的使用方法。          
          2．基本概念和知识点：

（1）敬語表現：敬語助動詞「れる・られる」

（2）敬語表現：お（ご）…になる
（3）敬語表現：補助動詞「なさる」
（4）敬語表現：お（ご）…です
（5）副助詞「くらい」
（6）どんなに…ても
（7）…たびに
（8）推量助動詞「べし」の連体形：べき
（9）…によって
（10）接尾語「手」
（11）…ところを

（12）読解文：敬語の使い方

日本の先生を迎える

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日语写信方式
	引导学生对比中国古人的书信礼仪。
	理解中华文化的深厚底蕴。


1．主要内容：
（1）延续上一节内容，继续系统教授敬语动词和谦语动词的使用方法，学习郑重语表达方式。

（2）书信的写法及书信用语中的敬语运用。

         2．基本概念和知识点：

（1）謙遜語の動詞・尊敬語の動詞

（2）丁寧語：「ござる」
（3）補助動詞：「いらっしゃる」
（4）…（さ）せていただく
（5）さぞ…でしょう
（6）…恵まれて
（7）ラ行五段動詞の連用形＋ませ
（8）読解文：先生への手紙
3．问题与应用：

（1）思考现代中文中有哪些敬语与谦语表现？请举例说明。

（2）思考如何写好一篇好的读书笔记，并请根据你思考写篇读书笔记。
（三）思考与实践
1．演讲：①私の薦めたい本
         ②プレゼント　　　　

2．场景会话练习：两人一组进行会话实战练习。

模拟图书馆借书、咖啡店点餐的场景进行会话练习。

3．资料收集：要求根据每节内容进行中日互译。
4．作文：先生への手紙
（四）教学方法与手段
课堂教授与提问、分组练习会话、课堂讨论。
     第三章 会社での実習 

（一） 目的与要求

1 通过学习“本文”部分内容了解每课的学习背景，阅读并透彻理解、分析包括词汇、语法运用、句型等，模仿文章的用词用句方法。
2 通过学习“会话”部分内容，更生动地理解“本文”，模仿相关的会话应用方法
3 通过学习“应用文”加强阅读能力，理解相关知识并吸收更多的相关信息，结合实际了解日常生活。

	思政元素
	拓展内容
	思政目标

	1，古都京都
2，日本的待客之道
	1，对比古都广州及大湾港区的历史和名胜古迹，引导学生更了解中华历史文化传承。

2，对比中国作为礼仪之邦的文化传统。
	1，培养学生的故乡情，家国情。

2，引导学生尊重历史和文化，加强民族文化自信。


（二）教学内容
第一节  会社での実習

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	工厂实习的流程
	实习实践的重要性。学习切勿纸上谈兵。
	引导学生理解知识必须在实践运用中才得以真正掌握的道理，也为高年级实践运用型课程的展开打下思想基础。


主要内容：

学习在工厂实习时与人进行交涉时的会话方式。如何招呼、咨询、致谢。

也包括公司内部接待访客，电话应对等内容，特别注意对于敬语，谦语的

的运用及转换。
          2．基本概念和知识点：

（1）文の分類：

①按构造分类：单句、复句（主从句、并列句）。

②按语意分类：陈述句、疑问句、命令句、感叹句。

③按语序分类：正序句、倒序句。

（2）動詞のボイス：被动态、可能态、自发态、使役态、被役态。
　　ボイスとは、「ある種の意味を表す複合述語が、その中心となる動詞の要求する格助詞を変えさせ、新たな補語の型を作る現象」である。

日本語としては「態」ということばがよく使われる。「受動態」（この本では「受身」としました）などという時の「態」です。英語の「Voice」の訳語からです。

　　　　　　　日本語の文の中で、述語と補語との関係を示すものは格助詞です。その中で特に「ガ、ヲ、ニ」の三つが重要です。それらの格助詞が、述語につけられるいくつかの接辞の影響を受けて、他のものに変化することがあすることがあります。つまりその名詞と述語（接辞を含めた複合述語としての全体）との関係が変化するわけです。受身・使役の二つがボイスの代表ですが、ほかにも可能と自発などと言われるものがあります。また、ボイスは自動詞と他動詞の対立に関係もある。
（3）助動詞のまとめ
     みたいだ、べき（連体）、…た、ず（連用）
（4）助詞のまとめ

　　 副助詞まで、格助詞まで、提示助詞って、副助詞くらい。
（5）敬語の表し方

　　 尊敬語、謙遜語、丁寧語。
（6）文型のまとめ

①…ているところ
             ②…てほしい
             ③…といわれている
             ④…も…ば…も…
             ⑤…に違いない

⑥…と同時に
⑦どんなに…ても
⑧…たびに
⑨…によって
⑩さぞ…でしょう
⑪…恵まれる
（7）読解文：付き合い

東京見物

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	古都京都、奈良的介绍。
	通过鉴真和尚的历史事迹理解日本古都和中国从佛教，建筑，建制等文化渊源关系，
	引导学生对比古都广州及大湾港区的历史和名胜古迹。引导学生尊重历史和文化，加强故乡情、家国情。


主要内容：

（1）掌握基础的旅游用语、导游用语，以及相关的惯用型。

（2）结合本节内容，介绍东京的历史、东京的名胜古迹。

東京の見所：皇居、銀座、上野公園、東京ディズニーリゾート、東京タワ－、日本橋、浅草…

東京ハイライト：東京が初めてという人へ——皇居・東京タワー・浅草
東京名所めぐり：明治神宮・銀座・歌舞伎座・国会議事堂
東京下町めぐり：江戸情緒を味わいたい方へ——浅草・隅田川・ 柴又・深川
夜の東京めぐり：都会の体験——新宿歌舞伎町・銀座

利用这些背景知识和所学知识点进行口语练习。
基本概念和知识点

（1）…ばかりでなく…も
（2）…として
（3）…と言える
（4）…から言えば
（5）…にすぎない
（6）いったい…か
（7）…ないものはない
（8）…と言ってもいい

（9）…ようになっている

（10）読解文：歴史の町――京都
        
          第三节　工場見学

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	机器人的运用
	引导学生理解发展科技对社会，国家文明的重要性。
	树立学生科技兴国的理念。


1．主要内容：

   通过口头练习，训练学生在不同场景下（诸如学校参观、工厂参观、公司介绍、设施介绍）学会运用日语进行简要、清晰、明了的介绍。
2．基本概念和知识点：

（1）…につれて

（2）…をはじめ
（3）…からなる
（4）…よりしかたがない
（5）…ことで
（6）かわりに
（7）…だけでなく、…も
（8）表示程度极端的例子：副助詞「まで」
（9）接尾語「的」
（10）読解文：ロボット導入について
第四节 家庭訪問

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日本的待客之道
	对比中国作为礼仪之邦的文化传统。
	树立学生正确的价值观，培养学生的文化自信。


1．主要内容：
（1）掌握日文式委婉表达方式。

（2）通过本课文内容学习如何进行礼仪周全恰当的家庭访问，并学会相关会话。

2．基本概念和知识点：
（1）…ばかりだ

（2）（金額）＋する
（3）…はもちろん、…も
（4）…（の）ではないでしょうか
（5）提示助詞「こそ」
（6）表示转达话语的：「って」
（7）说明结果：「…ことになる」
（8）じゃありませんか
（9）表示目的：「のに」
（10）読解文：金融危機と住宅
3．问题与应用：

（1）思考如何向日本人介绍你的故乡？

（2）思考下中国有什么访客礼节？有没有什么和日本迥异的做法？

（三）思考与实践
1．演讲：①私の大切なもの
         ②今、一番興味のあること
2．场景会话练习：两人一组进行会话实战练习。

模拟介绍新生参观广东财经大学，以及家庭访问的场景进行会话练习。

3．资料收集：要求根据每节内容进行中日互译。
4．作文：歴史の町：広州
（四）教学方法与手段
课堂教授与提问、分组练习会话、课堂讨论。
第四章 歌舞伎と相撲 

（一） 目的与要求

1 通过学习“本文”部分内容了解每课的学习背景，阅读并透彻理解、分析包括词汇、语法运用、句型等，模仿文章的用词用句方法。
2 通过学习“会话”部分内容，更生动地理解“本文”，模仿相关的会话应用方法
3 通过学习“应用文”加强阅读能力，理解相关知识并吸收更多的相关信息，结合实际了解日常生活。

	思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日本传统戏剧
	对比中国传统艺术京剧，粤剧。并对比日本歌舞伎和中国传统戏剧的异同。介绍中国传统文化瑰宝，更能够理解中华文化的精髓。
	引导学生作为中华儿女，为悠久和独特的中华传统文化而自豪，以珍惜并守护传统文化为己任。


（二）教学内容
第一节  歌舞伎と相撲

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日本传统戏剧
	对比中国传统艺术京剧，粤剧。并对比日本歌舞伎和中国传统戏剧的异同。
	引导学生作为中华儿女，为悠久和独特的中华传统文化而自豪，以珍惜并守护传统文化为己任。


1．主要内容：

   介绍日本传统文化中最具代表性的“歌舞伎”和“相撲”。故此，在进行语言学习讲解单词和句型的同时，还应该同时涉及到文化的方面，介绍日本歌舞伎和相扑文化的形成及其特色，并进行相关的多媒体资料的播放。
（1）歌舞伎：

① 歌舞伎の歴史：

江戸時代の初期に生まれて、中期に完成しました。４００年の歴史を持ちます。創始者は今の島根県の出雲いずも地方にいたお国という出雲大社の巫女みこだそうです。その巫女は１６世紀の頃、その神社を修復するため、寄付を募る（つのる）わけですね。女性中心の歌舞団をつくりました。そして、大きな人気を呼びました。だんだん江戸や大阪などの中央地方へ進出して、結局全国的な庶民の娯楽となりました。
② 歌舞伎の由来：

　　 歌舞伎という文字は宛字です。つまり、最初はその漢字を持たず、ただ、音だけ有りました。歌舞伎が生まれた初期は女性が男性の服を着て男に扮したので、ちょっと変わった物の演劇だと見られた。それで、かぶく、かたぶくの意味から、歌舞伎と言いはじめました。そして、明治時代になって、歌舞伎という漢字が音と連れて、今の歌舞伎という名称が固定してきたのです。
③ 歌舞伎の三要素：

　　 歌舞伎の本質は三つのものから支えられているのです。それは音楽、舞踊と登場人物――つまり役者のことです。
（2）相撲：

① 相撲の発展：

　　　　　　   古事記にも記録されましたが、神話として扱われています。大昔の相撲は格闘の色が濃かったが、だんだん宗教的な意味が増えて、神事として扱われるようになります。鎌倉時代に入ると武士社会の物へ変身して、武芸として人気を集めたのです。江戸時代になると、日本古典芸能の一つになって、今は、プロのすボーつとして活躍しています。こういうふうに相撲の色と形と意味も時代に連れて変えていくのです。いま、日本文化の代表者として、海外でも高く評価されています。
② 手順：

土俵に上がる。東と西に別れて立つ。お辞儀をする取組みを始めの前にいろいろ準備運動をします。右と左の足が交替に上がったり下がったりする。これは四股を踏むという。昔の相撲の中に、四股を踏むという動作には宗教的な意味を持っていました。つまり、悪い霊を追いだす力を持つ。形式のような動作になりました。次は、水で、口をすすぎます。また、邪気を払うため、塩を土俵の上に撒きます。次は正式な試合に入ります。仕切りという、両手が土俵につけて、闘いの姿勢を持つ。その時は普通、二人の力士がにらみ合う。背中の毛を立たせて相手に見せる。仕切りが終わると、勝負を決める戦いが始まるでしょうね。その瞬間は立合いという。たって突然に相手に向かって、ぶつかり合うことです。闘いの作法というと沢山有ります。最初は四十八手だったが、作法も改善して、今は八十二手にも増えました。それも決まり手ともいいます。
③ 専門用語：

大相撲と力士、ちゃんこ料理、金星、横綱等等
2．基本概念和知识点：
（1）体言、活用詞の連体形＋だけに

（2）…（た）ところだ
（3）…から…にかけて
（4）体言＋「ごとに」
（5）副助詞「なんて」
（6）動詞（現在）＋「ところだ」
（7）…とは（というのは）…だ
（8）（する）以上
（9）読解文：野球
第二节　日本訪問の印象

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	日本访问礼节
	中国访问礼节的介绍。
	树立学生正确的价值观，对外来文化需要不卑不亢，有礼有节。能够客观看待评价外来文化。


1．主要内容：

   通过课文学习访问礼仪，以及相关表达。

2．基本概念和知识点：

（1）日本常用漢字の読み方：音読と訓読。

　　 訓読とは漢字に日本語を当てて読む事。例えば、秋を「あき」天地を「あめつち」と読む類。音読とは漢字を字音で読む事そして日本語とは日本民族の言語で、日本の国語と有ります。そこで「日本」をどう読むかですが、訓読みでは「ひのもと」ではないかと思います。また対外的には所謂「漢字」ですが、中国の時代により漢音・呉音・唐音・宋音が有ります、それぞれ同じ漢字でも読み方が違います。「日本」ですが漢音では「ジツ・ポン」呉音では「ニチ・ホン」となります。別な例ですが「日時」を日本語では「ニチ・ジ」と「一本」を「イッ・ポン」と言うように中国の漢の読み方「日本」を「ジッポン」→「ジャパン」が対外的に呼ばれたと思います。
（2）助詞のまとめ

　　 こそ、まで、って、なんて。
（3）文型のまとめ
① いったい…か
             ② …から言えば
             ③ …からなる
             ④ …から…にかけて
             ⑤ …ことになる

⑥ …ごとに
⑦ …する
⑧ …以上
⑨ …ないものはない
⑩ …といえる
⑪ …として
⑫ …と言ってもよい
⑬ …とは（というものは）
⑭ …だけに
⑮ …だけでなく
⑯ …（の）ではないでしょう
⑰ …た（過去形）＋ところです 
⑱ …（現在形）＋ところです

⑲ …じゃありませんか 

⑳ …にすぎない
21 …につれて
22 …のに
23 …のはもちろん
24 …ばかりでなく
25 …ばかりだ
26 …ようになっている

27 …より仕方がない

28 …はじめ

（4）読解文：巨大ビルの構想
　第三节 上海エクスポ

	本节思政元素
	拓展内容
	思政目标

	上海世博
	引申到中国解放后奋斗的70年。以个人亲身体验谈我看到的中国国家发展。
	培养学生以守护传统文化，发展中华为己任的思想情操。


1 主要内容：

根据课文内容学习如何参与活动，介绍活动的日语表达。

2 基本概念和知识点

（1）…ように見える

（2）…をもって
（3）表示基准：「…では」
（4）だからこそ
（5）…がたい
（6）と切り離せない
（7）…づける
（8）…どおり
　　（9）動詞「行く」

　   (10)表示让步：「でも」
　　  (11)応用文：私と上海万博
3．问题与应用：

（1）思考下中国有什么传统艺术形式？收集资料并准备一个3分钟日文介绍。

（2）以“我最难忘的事”为题用日文写一篇作文。

（三）思考与实践
1．场景会话练习：两人一组进行会话实战练习。

模拟广东财经大学与多摩大学校际访问的场景进行会话练习。
2．资料收集：要求根据每节内容进行中日互译。
（四）教学方法与手段
课堂教授与提问、分组练习会话、课堂讨论。
五、各教学环节学时分配

	教学环节
教学时数
课程内容
	讲
课
	习
题
课
	讨
论
课
	实验
	其他教学环节
	小
计

	第一章
	28
	2
	1
	
	1
	32

	第二章
	32
	2
	1
	
	1
	36

	第三章
	32
	2
	1
	
	1
	36

	第四章
	38
	2
	1
	
	1
	32

	总  结
	7
	1
	
	
	
	8

	合  计
	127
	9
	4
	
	4
	144


六、课程考核

（一）考核方式   

      考试
（二）成绩构成

平时成绩占比：30%   期末考试占比：70%
（三）成绩考核标准

1.学生平时学习成绩占总评成绩的30%，由基础分和考勤构成，基础分为80分，由学生课堂表现、作业、笔记等构成。考勤分为20分。
2. 学生课堂表现主要包括学生在课堂上回答问题、讨论、听课状态的考察结果，不仅有对专业知识的评判，也包括将思政元素融入日语课堂教学活动中，对于学生道德素养方面的考核，促使其树立正确学习观，价值观和人生观，最终能够达到专业能力个人品德的双向提升。
七、推荐教材和教学参考资源

（一） 推荐教材：
周平、陈小芬(著).《新编日语》（第二，三册）修订本.上海外语教育出版社 

（二）教学参考书目:

1 周平、陈小芬(著).《新编日语学习参考》（二、三册）.上海外语教育出版社.2000年3月
2 陆静华（编）. 《新编日语习题集》（2）.上海外语教育出版社.
3 [日]光村图书出版株式会社合作（编）. 《标准日本语》（中级上、下册）. 人民教育出版社. 1996年8月
4 皮细庚（编著）.《新编日语语法教程》.上海外语教育出版社.2002年9月第15次印

刷

4. 中央编译局、教育部社政司选编：《马克思主义经典著作选读》，人民出版社1999年7月第1版。
5. 毛泽东：《毛泽东著作选读》（上、下册），人民出版社1986年第1版。
6. 庄福龄主编：《简明马克思主义史》，人民出版社。
7. 孙正聿著，《哲学通论》复旦大学出版社，2005年；
8. 葛兆光： 《中国思想史》 第一、 二卷， 复旦大学出版社。

（四）学习网站：
1．みんなの教材サイト
http://momiji.jpf.go.jp/kyozai/index.php 

2．日本文化いろは事典
http://iroha-japan.net 
3．Keiko Schneider's Bookmarks 
http://www.sabotenweb.com/bookmarks/
4．J-Web 日本語教育の世界（国立国語研究所日本語教育研修室）
http://www.kokken.go.jp/jsl/ 
5．国内言語学関連研究機関WWWページリスト　日本語編
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~gothit/kanren-jpn.html
6．青空文庫 

http://www.aozora.gr.jp/
7．A list of E-text
   http://homepage1.nifty.com/mshibata/etext-i.html
8．Japanese Text Initiative (University of Virginia Library)
http://etext.lib.virginia.edu/japanese/index.euc.html
七、其他说明 
     基础日语III作为日语低年级的基础课程，需要根据教学内容，适当插入教学DVD，教学软件，Power Point，多媒体视频、音频等多媒体手段，作为日语语言学习、日本文化学习的必要补充。
大纲修订人：黄彦　　　　　　　　　　　　　修订日期：2022年8月

　　大纲审定人：石萍                   　     审定日期：2022年8月 
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